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令和４年台風第１５号の
災害支援にかかる
感謝状贈呈式

日 時 令和５年２月２１日（火）
１３時３０分～１４時３０分
（受付開始１３時００分～）

会 場 静岡市民文化会館 ３階大会議室
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令和４年発生災害

令和４年発生災害

・3月福島沖地震
・6月石川県能登
地方地震
・７月の大雨、桜島
の噴火

・８月の大雨
・９月の台風第14
号、台風第15号

全国各地で
多くの災害

←公益社団法人
全国防災協会HP
災害復旧促進全国大会資料抜粋
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●記録的短時間大雨情報が
16 回発表されるなど記録
的な大雨
（当初の予想を上回る記録
的な大雨）

●葵区鍵穴で1 時間に
94.0 ミリ
観測史上1 位を更新
●12 時間降水量の日最大
値では静岡で418.5 ミリ
（統計開始1976 年）
観測史上1 位を更新

令和４年台風第15号

気象レーダー画像(1 時間ごと)

23日

↑ 静岡地方気象台HP
令和４年台風第15号に関する
静岡県気象速報抜粋

●床上浸水など住家等の
被害が発生、土砂崩れな
どによる道路の通行止め、
広域の断水や停電、ライ
フラインへの大きな影響



4

【床上浸水・床下浸水被害】
床上4,462棟

（葵区600棟、駿河区131棟、清水区3,731棟）
床下1,762棟

（葵区560棟、駿河区183棟、清水区1,019棟）
※被災家屋調査の第一次調査の結果を用いて計上

令和４年台風第15号物的被害

【被災家屋】
全壊４棟
（葵区0棟、駿河区0棟、清水区４棟）
半壊2,394棟
（葵区382棟、駿河区51棟、清水区1,961棟）
一部損壊2,973棟
（葵区689棟、駿河区191棟、清水区2,093棟）
※罹災証明を交付した被災家屋を３区分（全壊、半壊、一部損壊）へ分類

清水区押切地内 冠水状況

清水消防署高部出張所 事務所内の状況

説明会当日のみ写真掲載

説明会当日のみ写真掲載
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宅地内土砂の撤去支援①

●２次災害の防止、公衆衛生などの観点から、自力で撤去
が困難な場合

●日常生活に著しい支障を及ぼしている場合

宅地内土砂の撤去

宅地内に流入した土砂を直接排除し、
仮置き場まで運搬する業務に迅速に対応

宅地内の土砂の撤去を行政が支援

建設業者様

10月7日に「宅地内土砂対策チーム」を発足
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宅地内土砂の撤去支援②

■被災情報箇所 ５８０件※
※被災者調査による該当世帯数650について市民局・環境局・
都市局で連携して対応。
そのうち都市局が対応した世帯数も含む。

■土砂撤去の支援が必要な件数 239件

■①撤去作業中３件 ②撤去済み236件

宅地内土砂の撤去【対応状況】 （令和５年１月24日時点）

進捗率 9８.７%
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農道関係の被害①

■市内農道1,621路線のうち、320路線で崩土・倒木・
路肩欠損等が発生

■320路線の現地調査を実施、114路線復旧完了、
38路線応急復旧済。108路線復旧対応中、
残り60路線については順次対応予定。

■被害報告のない1,301路線については、順次調査を行い必
要に応じて修繕等を実施予定。

農道の被害 及び【対応状況】 （令和５年１月20日時点）

農道細木１号線

着手後着手前
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農道関係の被害②

■用水路43箇所で土砂堆積等が発生。

■用水路43箇所の現地調査を実施、7箇所復旧完了、
23箇所復旧対応中、
残り13箇所については順次対応予定。

用水路の被害 及び【対応状況】 （令和５年１月20日時点）

■農道11路線で15箇所、農業用水路1箇所であり、
全16箇所において国の査定が完了

■現在、復旧工事発注のための測量設計業務実施中

■概ね来年度末に復旧工事完了を見込んでいる。

公共災害復旧事業
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林道関係の被害/応急復旧①

着手後着手前
林道大久保線（葵区上坂本）

着手後着手前
林道大沢北線（葵区大沢）
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林道関係の被害/応急復旧②

着手後着手前
林道高山線（葵区水見色）

着手後着手前

林道宇津ノ谷線（駿河区宇津ノ谷）
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林道関係の被害/応急復旧③

林道桑又線（清水区中河内）

着手前 着手後
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被害の概要【道路】R5.1.31時点
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被害写真【道路１】

（国）３６２号（葵区昼居渡）
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復旧写真【道路１】

（国）３６２号（葵区昼居渡）

応急工事完了
本復旧工事：令和５年７月～９月発注予定

※渇水期施工
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被害写真【道路２】

（市）大原釜戸線（葵区大原）
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復旧写真【道路２】

（市）大原釜戸線（葵区大原）

応急工事完了
本復旧工事：令和５年７月～９月発注予定

※渇水期施工
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被害写真【道路３-１】

興津川

興津川

橋梁流出

被災前

被災後（橋梁流出）

（市）清地1号線（清水区清地）
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（市）清地1号線（清水区清地）

左岸（A1）

右岸（A2）

P1

P2

P3

P4
上部工

上部工

上部工

被害写真【道路３-２】



19

復旧写真【道路３】

（市）清地1号線（清水区清地）

応急工事完了
本復旧工事：令和５年4月～6月発注予定
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被害の概要【河川】R5.1.31時点
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被害写真【河川１-1】
油山地内水路（葵区油山）
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復旧写真【河川１-1】
撤去完了油山地内水路（葵区油山）
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被害写真【河川１-2】
油山地内水路（葵区油山）
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復旧写真【河川１-2】
油山地内水路（葵区油山） 撤去完了
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被害写真【河川2】
キセ川（葵区内牧）
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復旧写真【河川２】
キセ川（葵区内牧） 撤去完了
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被害写真【河川3】
布沢宮沢（清水区布沢）



28

復旧写真【河川3】
布沢宮沢（清水区布沢） 撤去完了
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被害写真【河川４-1】
葛沢川（清水区葛沢）
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復旧写真【河川４-1】
葛沢川（清水区葛沢） 撤去完了
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被害写真【河川4-2】
葛沢川（清水区葛沢）
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復旧写真【河川4-2】
葛沢川（清水区葛沢） 撤去完了
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公共災害とは

・災害で壊れた施設
を元通りに直す事業。

・国からのかなりの補助
が受けられる。

・採択要件を満たすこと。
・事業の申請と査定が必要。

〇災害復旧事業とは

〇事業として認定されると

〇認定されるには
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かなりの補助とは

○公共災害事業の場合

○交付金事業の場合

国庫負担率

６６．７％
交付税措置
３１．６％

国庫負担率
５０．０％（５５．０％）

交付税措
置

１５．０％

交付税措置なしの起債
３０．０％

市負担分は起債充当100％

市負担分は、起債充当90％

市の実質負担１．７％

市の実質負担３５．０％

○市単独事業（維持管理費）の場合

交付税措置なし 一般財源１００％
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静岡市公共災害の推移
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採択要件→異常な天然現象

36

１．河川災害

①警戒水位（はん濫注意水位）以上の水位

②河岸高の５割程度以上の水位（警戒水位未定の場合）

③河床低下等のため警戒水位の定めが不適当な場合の

警戒水位未満の出水

④長時間にわたる融雪出水等

河川災害の場合は水位に注意

・漂流物や苔の状態により現地の水位を確
認。

・写真で記録。

兼用護岸を道路災害で申請する場合でも河川側の
出水による被災であれば被災水位が河岸高の
１／２を超えている必要がありますので注意
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採択要件→異常な天然現象

２．河川以外の施設災害

①最大２４時間雨量８０ｍｍ以上の降
雨

②時間雨量が２０ｍｍ以上の降雨

道路災害の場合は雨量に注意

＝道路災害
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被災してから災害査定まで

38

災害発生

査定

3日以内に速報
件数と目安の金額

災害報告（箇所数と概算金額)

事前打合せ

申請(査定の1週間前まで)

2ヵ月以内

1ヵ月

2週間

1週間

1週間

重要：被災後2か月以内目安に査定

申請後は金額
変更不可

被害報告
＞申請額

建設業者様等 測量設計業者様等

●応急活動/復旧支援

静岡市
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査定の様子（実地査定）

・申請内容の説明
（被災内容、被災原因、復旧工法、申請額など）

・現場の確認
（被災範囲、被災施設、被災状況など）
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査定の様子（朱入れ）

・査定設計書（積算書、図面）のチェック
・違算等がないことを確認出来たら、金額を朱入れして完了

朱入れの様子 朱入れを受けた設計書
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台風第15号災害査定（３次＋４次）

種 別
（国土交通省分）

申請額 決定額 査定率

件数 金額（千円） 件数 金額（千円） 決定／申請

河川 44 930,887 44 923,329 0.992

道路 56 3,734,748 56 3,729,768 0.999

橋梁 3 1,018,214 3 1,018,214 1.000

下水道 3 66,698 3 66,698 1.000

公園 11 737,221 11 701,459 0.951

計 117 6,487,768 117 6,439,468 0.993

（国土交通省所管分）
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台風第15号災害査定

（本日、本会に参加の皆様
および参加できなかった皆様）

皆さまのご協力により、

迅速な復旧・復興活動が行え、

約64億円４千万円にかかる補助

を受けられることになりました。

改めて感謝申しあげます。

・反省すべき課題もありますが、今後も、
ご協力、ご支援をよろしくお願いします。

今後も、官民連携により早期
本復旧を進めていく所存です。
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着手前写真撮影の徹底①

地元の皆さんのため、早期土砂撤去は分かります。
着手前に標尺、ポールをあて撤去後も埋塞土砂量が
把握可能な写真撮影を徹底するようにしてください。

公共災害採択により、国の手厚い支援が可能となり、
良い写真を撮ることが、市民の皆さんのためになりま
す。 着手後着手前
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着手前写真撮影の徹底②
着手前 着手後

地元の皆さんのため、早期土砂撤去は分かります。
道路全面に土砂埋塞していたであろう‥という推測は
できますが、推測ではなく、それを証明できる根拠、
（標尺、ポールをあて）撤去後も埋塞土砂量が
把握可能な写真撮影を徹底するようにしてください。
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着手前写真撮影の徹底③
着手前

道路全面に土砂埋塞していたであろう‥という推測は
できますが、推測ではなく、それを証明できる根拠、
着手前の写真撮影の徹底をお願いします。

着手後

道路、河川だけでなく宅地内の土砂についても、
把握可能な写真撮影を徹底するようにしてください。
デジタル技術の活用も積極的に進めてください。
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デジタル技術活用した事例①

デジタル技術の積極的な活用をお願いします。
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デジタル技術活用した事例②

デジタル技術の積極的な活用をお願いします。



48

デジタル技術活用した事例③

デジタル技術の積極的な活用をお願いします。
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デジタル技術活用した事例④

デジタル技術の積極的な活用をお願いします。
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デジタル技術活用した事例⑤

デジタル技術の積極的な活用をお願いします。
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デジタル技術活用した事例⑥

デジタル技術の積極的な活用をお願いします。



【静岡市公式LINEアカウント】登録方法
①右にあるQRコードを
読み取ってください。

②「友だち追加」をタップ
静岡市公式LINEを追加

※メニュー表示右の▼を押すと
切り替わります。

③「友だち追加」完了

52静岡市（建設局土木部）

被災情報収集＆管理の効率化①
・令和４年度防災訓練で使用したLINEによる被災登録
・南海トラフを想定していましたが、台風等の被災でも利用
しやすいよう内容修正等していく予定



【静岡市公式LINEアカウント】被災登録起動方法

①公式LINEトッ
プメニュー表示

②テキスト入力
タップ

①
②

③被災登録を入力
④送信

③ ④

被災登録開始

一般市民通報不可←キーワード起動
建設業者（または市建設局職員）のみ通報可能

「被災登録」を入力すると、登録画面が表示されます。

被災登録を入力

※入力方法が
分からない場合

「道路損傷等通報窓口」とは異なり、災害時専用窓口

53静岡市（建設局土木部）

被災情報収集＆管理の効率化②
・土木施設、公共施設の被害状況を報告するために利用
・市民ではなく、応急活動協力者限定の登録方法



静岡市公式LINE機能を利用した被災状況報告①

開始

被災
分野

LINEが内容や報告事項について、
聞いてくるので、その内容に沿って
選択（入力）、写真登録、位置登録
を行います。

54静岡市（建設局土木部）

被災情報収集＆管理の効率化③
・被災情報登録、報告のための一つのツール
・電話、FAX等の被災情報収集も併用しながら進めていきます



静岡市公式LINE機能を利用した被災状況報告②

写真登録
（全体）

写真登録
（詳細）

写真は全体、詳細（またはアングル変更）
を1枚ずつ、計2枚登録して頂きます。

写真は登録途中、LINEの写真撮影機能
（カメラを起動）を使う、または、撮影済
み写真（カメラロール）から選択すること
も可能です。

55静岡市（建設局土木部）

被災情報収集＆管理の効率化④
・危機管理部局でも同様のシステム検討中
・市全体のシステム検討に先駆け、被災時に活用を検討中



静岡市公式LINE機能を利用した被災状況報告③

位置
登録

位置は、スマホ、タブレットで位置情報を
ONにしていれば、その場所が自動的に
（中心部に）表示、住所が表示されるため、
「送信」を押します。

現位置と被災箇所が異なっている場合、
または位置情報OFFの場合などは、地図
をスクロールし、被災箇所を地図中心部
に合わせて、送信してください。

56静岡市（建設局土木部）

被災情報収集＆管理の効率化⑤
・令和５年度建設局防災訓練等において、操作訓練を実施して
いく予定です。



静岡市公式LINE機能を利用した被災状況報告④

利用/通行
状況

道路の通行状況や、施設の利用可否等について、
選択して頂きます。
「支障あり」、「利用・通行【可】」は判断が分
かれますが、目安として、現状１車線でも通行が
可能であれば【可】、土砂撤去等の作業により復
旧目途が見込める場合は【支障あり】を選択。

57静岡市（建設局土木部）

被災情報収集＆管理の効率化⑥

・市の体制として情報を受け、協定に基づく協力要請を円滑に
進めていけるよう体制、マニュアル等を検討予定です。



静岡市公式LINE機能を利用した被災状況報告⑤

被災
状況

被災概要を入力する手間を省くため、
概ねの被災状況を分類、該当するものを
選択してください。

58静岡市（建設局土木部）

被災情報収集＆管理の効率化⑦

・登録して頂いた協力者が、その箇所の応急対策を担当できる
ような体制が整わないことも想定されます。



静岡市公式LINE機能を利用した被災状況報告⑥
被災
延長

被災
概要

連絡先

「詳細を入力する」を選択し被災延長を入力して
ください。（例）被災延長100ｍ ⇒ 100
（スキップすることも可能）

被災概要を記載してください。
（スキップすることも可能）

貴社名、貴社電話番号など登録をお願いします。登録
完了

59静岡市（建設局土木部）

被災情報収集＆管理の効率化⑧
・官民連携として、迅速な応急対策体制、実施を構築できる
よう、引続き、ご協力をお願いします。
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災害対応検証①（中間報告R5.1）
① 災害対策本部等の設置時期、役割・機能

② 応援体制（庁内、他都市、自衛隊等）

③ 被害状況の調査・報告

④ 情報の収集・共有・発信

⑤ 自治会などとの連携

⑥ 災害廃棄物 ⑦ 断水

⑧ 洪水・浸水害 ⑨ 土砂災害

⑩ 被災者支援 等
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災害対応検証②（中間報告R5.1）
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最後に・・・

・皆様のご協力なしでは早期復旧できません

でした。

・公共事業は事業者さまのご支援が不可欠と

なります。

・今後も皆さまと密接に連携し歩調を合わせ

施設整備を進めてまいりますので、

ご理解とご協力を、よろしくお願いいたし

ます。


